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令和３年度 第２回中野市保育所等運営審議会 会議録 

日 時 令和３年７月 19 日（月） 13：30～15：10 

会 場 市役所５階 会議室 51 

出席者 

６名（髙橋秀子委員、齊藤文子委員、宮澤栄一委員、土屋暁美委員、関和美委員、 

山本金司委員） 

欠席委員：２名（浦野亀寿委員、小林美穂委員） 

【事務局】 

 市長、子ども部長 小林由美、保育課長 宮嶋香代子、 

課長補佐兼施設係長 豊田正樹、 保育係長 田中千尋、 

保育係 主任主事 仲條光裕 ６名  計 12 名 

傍聴者：３名 

内  容 

諮問 中野市保育所整備計画について 

 ・別紙資料２のとおり。 

【齋藤委員】 

長丘保育園の廃止にあたって、保護者に対し、次年度以降の通園について、配慮

をしているのか。 

【保育課長】 

 ７月 19 日から 30 日までの間、市内全園の見学、また、高社中学校区内にある２

園（たかやしろ、ひらおか）は、８月３日に見学会を実施し、廃止後の園の選択

に配慮している。また、９月に保護者向けにあらためて説明会を行う予定である。 

【髙橋会長】 

 保護者説明会の参加者はどの程度だったか。 

【保育課長】 

 資料１の１ページ目のとおりである。 

【齋藤委員】 

 統廃合後のバスの送迎は行うのか。 

【保育課長】 

 ９月の入園申込説明会にあわせ、統廃合の園を対象に希望調査を行う予定である。 

 豊田地域の永田、豊井保育園は、現在、通園バスの利用者はいない。 

【髙橋会長】 

 通園バスの利用に際して、市として、基準はあるのか。 

【保育課長】 

 基準はない。通園にバスの運行が必要な園で行っている。 

【髙橋会長】 

 保育園にはエアコンの設置はどのくらいあるのか。 

【保育課長補佐】 

 各保育室、事務室には設置済です。遊戯室には設置はしていません。 
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【髙橋会長】 

 地域間格差のない保育所整備に努めていただきたい。 

 

 計画（案）が適当である旨の決議を行い、賛成全員で決した。 

 答申書は会長、副会長に一任とした。 

 

会議事項 ⑴ 中野市豊田地域統合保育園の名称及び位置について 

 資料３及び資料４について説明 

【髙橋会長】 

 ・改修の要望状況はどうか。 

【保育課長】 

 ・資料１の保護者アンケートのとおりだが、主に豊井保育園の改修要望が多数を

占めていて、ロータリーに関する要望などがあった。永田保育園の保護者から

は、豊井保育園が、北向き玄関のため、永田保育園に比べ暗いといった声をい

ただいた。 

【齋藤委員】 

 ・整備にあたっては、保護者の意見を十分に反映させて、整備を図ってほしい。 

【髙橋会長】 

 ・整備にあたっては、現場で業務に携わる保育士の意見を十分に反映させた整備

を図られたい。 

【保育課長】 

 ・両委員の意見を踏まえた整備を行いたい。 

 

 委員の議決により、全員賛成で、以下の内容を決した。 

・中野市豊田地域統合保育所の名称を公募し、候補の選定を行うこととした。 

 ・中野市豊田地域統合保育所位置について、中野市大字豊津 3079 番地１が適当な

位置候補である旨、決定し、答申に付帯意見として付すこととした。 

 

 その他（今後の日程等について） 

 【髙橋会長】 

・民営化計画に関連して、中野市の臨時の保育士が多いと聞くが要因は何か。 

 【保育係長】 

 ・１歳児の配置基準は、国の６：１に対し、独自に４：１としている点は、一つ

の要因と捉えている。 

【保育課長】 

・あわせて、配慮が必要な園児に対する加配を行い、充実した保育に取り組んで

いる点も要因の一つと考えている。 

 ・次回審議会 令和３年 10月上旬（別途通知） 

   

 


